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　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づき、情報システムの標

準化・共通化を実施するための通信環境整備に係る経費を計上するもの。

　各ベンダー、関係各課と協議を密にし、令和７年度末までに標準システムへの

移行を完了する見込みである。

　情報システムの標準化は情報政策課が担当するのか。 

　昨年度に、情報政策課が情報システムの標準化について課題および方針をまと

めている。それに基づいて本市における標準化を進めていく。補助申請は、情報

政策課がとりまとめて一括で行うため、情報政策課が司令塔となり進めていく。

質 　疑

答 　弁

　情報システムの標準化は予定通り進めていけるのか。 質 　疑

答 　弁

情報システムの標準化・共通化の実施のために通信環境を整備

【概 要】

〇情報システム共通費　1,630万5,000円 

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震について、大規模災害発生に伴う被

災地支援を行うもの。

　支援のために被災地へ派遣する人数はどのくらいか。

　避難所運営支援は８人、被害認定調査は１人、公費解体業務は２人の派遣を行

う。

質 　疑

答 　弁

令和６年能登半島地震の被災地を支援

【概 要】

〇被災地支援事業／令和６年能登半島地震支援費　48万7,000円 

被災地支援の様子
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